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聖書：ルカの福音書12章35〜48節 
説教：人の子は思いがけない時に来ます 

はじめに 
　私は学生時代からずっと、人は何を目指して生き
ているのかを知りたくて捜し続けたのですが、納
得のいく答えが見つからず悩んでいました。そん
なある日、聖書に出会い、黙示録22章20節にこう
書いてあるのを見つけたのです。「これらのことを
証しする方が言われる。『しかり、わたしはすぐ
に来る。』アーメン。主イエスよ、来てくださ
い。」主が再び来られる日̶これを再臨と呼んで
います̶を目指して生きる。なぜなら、そこに私
たちの本当の希望があるから。このことばに出
会って、私は初めて生きる意味を見つけた気がしま
した。 
　今日のところの40節にも、「人の子は、思いが
けない時に来るのです」とあり、多くの人たち
は、これは主の再臨のことだと考えています。その
主をどのように待つのか。イエスはいくつかのたと
え話をしながら教えているようです。でもわからな
いことがたくさんある。イエスはなにを語るとされ
ているのか。ともに考えてまいります。 

１　いくつかの疑問 
１）主人が給仕する（37節） 
　ここを読んで疑問に思うことの中から、今朝は
三つ挙げます。一つ目は37節です。忠実なしもべが
目を覚まして主人の帰りを待っていた。そこまでは
よいとして、後半のことばはどうでしょうか。「ま
ことに、あなたがたに言います。主人のほうが帯を
締め、そのしもべたちを食卓に着かせ、そばに来
て給仕してくれます。」 
　普通、主人が夜遅く帰って来たとしたらどうす
るでしょうか。寝ないで留守を守っていたしもべ
に、「遅くまでご苦労さん」とねぎらいのことば
をかける。それがせいぜいでしょう。主人がしも
べのために給仕するなど聞いたことがありませ
ん。ここを読んだ時、なにかの間違いかと戸惑い
ました。これはいったいどいうことか。 

２）決められた分を与える（42節） 
　二つ目は42節です。「では、主人によって、そ
の家の召使いたちの上に任命され、食事時には彼
らに決められた分を与える、忠実で賢い管理人と
は、いったいだれでしょうか。」このなかの、「食
事時には彼らに決められた分を与える」という表

現です。いかに忠実で賢いしもべであるかを示すひ
とつの具体例として、「食事時には彼らに決められ
た分を与える」と言っています。でも、普通はこん
な言い方はしません。なにか不自然ではないです
か。 

３）ペテロの質問に答えたか 
　三つ目の疑問。前後しますが41節でペテロは、
このたとえ話のしもべとは自分たちことか、それ
ともすべての人のことなのか。疑問になって質問を
します。ところがイエスは42節で、「忠実で賢い
管理人とはいったいだれでしょう。」と、まるで
煙に巻くようにして直接答えません。肩すかしを
食らった印象です。それはそれとして、イエスが問
いかけているのですから、私たちも忠実で賢い管
理人とはだれかを考えなくてはいけません。 

２　人の子はいつ来るのか 
１）これから 
　イエスが語ることばはまるで鍵のかかった宝の
箱のように感じます鍵がないと開けられない。鍵
は40節です。「 あなたがたも用心していなさい。
人の子は、思いがけない時に来るのです。」「思い
がけない時」がどれだけ意外な時であるか、それ
を説明するためにわざわざ泥棒の話まで持ち出して
います。その泥棒の話をしてから「用心しなさい」
と言う。そんな順序ですから、私たちは思うわけ
です。「人の子が来るのは、この先の未来のこと
だ。」 

２）すでに 
　そのとおりで、多くの人はそう説明しています。
しかし納得いかないこいとがある。先ほど挙げた
三つの疑問です。どう考えたらよいか。 
　いま、人の子はまだ来ていないと決めつけまし
たが、既に来ているという可能性はないのでしょ
うか。というのは、弟子たちや人々の前で語って
おられるのは誰ですか。イエス・キリストです。当
たり前のことですが、人の子はすでに来ている。 
　問題は、弟子たちも含めて人々は「人の子」と
呼ばれる方と、目の前に立っているイエスという
男を同じ方と思っているのか、それとも別人だと
思っているのか、です。もし、同じ方であると気が
ついていたなら、ペテロはこう言ったはずです。



「主よ。あなたは私たちがずっと昔から待っていた
人の子だったのですね。」 
　ところがペテロの関心はどこにあったか。「幸
いなしもべと言われるように主人を待つ、それは
弟子である自分たちなのことか、そうでないの
か。」自分のことばかり気にしていて、人の子と呼
ばれる方と、目の前のイエスとまったく結びつい
ていない。 

３　イエス・キリスト 
１）しもべとなって給仕する主人 
　ではこの箇所を、既に来られたイエス・キリス
トのこととして読むとどうなるか。まず一つ目の
疑問から。37節の、主人のほうが帯を締め、しも
べたちのために給仕をするという話し。イエスは
給仕をしたのかどうかですが、確かにルカ22章27
節にあります。「食卓に着く人と給仕する者と、ど
ちらが偉いでしょうか。食卓に着く人ではありま
せんか。しかし、わたしはあなたがたの間で、給
仕する者のようにしています。」 
　ヨハネの福音書にも、イエスが腰にてぬぐいを
まとい、弟子たちの足を洗って主人がしもべに仕え
る姿が描かれています。イエスが言われるとおりで
す。 

２）食事時に分け与える管理人（しもべ） 
　そうすると二つ目の疑問はどうなるか。42節の
「食事時には彼らに決められた分を与える忠実で
賢い管理人」とは、これもイエスのことだと考えら
れる。根拠はヨハネ6章51節です。「わたしは、天
から下って来た生けるパンです。だれでもこのパン
を食べるなら、永遠に生きます。そして、わたしが
与えるパンは、世のいのちのための、わたしの肉
です。」 
　このいのちのパンをどのようにして私たちに分け
与えたのですか。十字架で、ご自身のみからだを
裂いて、与えてくださった。まさに聖餐式はそのこ
とを示しているわけです。そうすると食事時とはな
にか。毎日の三度の食事ことではなく、十字架の
時のことではないですか。「主人によって、その家
の召使いたちの上に任命され」ということばもわ
かりにくかったけれど、父なる神の御許から救い
のご計画を成し遂げるために遣わされてきた、こ
とだと思えば納得できます。41節も主イエス・キ
リストのことを言っているのです。 
　先ほどの37節ではイエスがしもべに仕える主人
として描かれていました。41節ではそれとは反対
に、忠実で賢い管理人として描かれている。主人で

ありながらしもべともなられる、両方の姿を語って
くださったことに気がつきます。 

３）忠実な賢い管理人 
　そうすると三つ目の疑問はどうなるか。イエス
はペテロの質問に直接答えず、その代わり42節で
「では、忠実な賢い管理人とは、だれでしょう
か」と逆に質問しましたが、答えは明かです。ここ
に出て来るたとえ話は全部、イエスのことなので
す。イエスは自分のことを「わたしはしもべに仕え
て給仕するすばらしい主人です」とか、「わたし
は主人から任命された忠実で賢い管理人です」と
いうようなことは絶対に言いません。むしろご自
分のことを隠そうとされます。でも、すべて隠して
しまったら私たちは救い主がどのような方なの
か、まったく手がかりがなくなるので、イエスと
つながることができません。しかし、イエスは私
たちの友になって、私たちとつながりたいと願って
います。そこでどんな方法をとるかというと、今日
のように、あなたがたはこうしなければなりませ
んというような語り方をしながら、私たちに考え
させる。そんなふうにして、私たちが気がつくのを
待っておられるのです。 

４）多く要求される 
　ところが私たちは罪によって知性が暗くなってい
ますから、なかなか気がつかない。そのまま47節
を読んでしまう。「主人の思いを知りながら用意
もせず、その思いどおりに働きもしなかったしもべ
は、むちでひどく打たれます。」自分は神の思い通
りに働いていないのでむちで打たれてしまうのでは
ないか。読んで苦しくなってしまう。48節もそう
です。「多く任された者は、さらに多く要求されま
す。」もっと神様のために働けと言われているよう
でつらくなる。 
　しかし、ここが全部イエスのことだとして読むな
ら、話はまったく違ってきます。思い通りに働か
なったならむちで打たれてしまうのは誰か。イエス
です。多くまかされて多く要求されるのは誰か。こ
れもイエスです。イエスは父なる神のみ思いをご存
じで、父なる神がご計画されたとおりに働くのだ
と言っているのです。父なる神がに多くのことを任
されているけれど、この方が持っているものをすべ
て要求されてもいる。その結果が十字架だったの
です。 
　父なる神は、この方のいのちさえ要求します。お
そろしい神だと思いますか。とんでもありませ
ん。なぜイエスはご自分のいのちを差し出すので



しょう。私たちが神に背いた結果、今私たちが見
ているように、人が人を憎み、平気で人を殺し、
嘘を振りまき、真実を覆い隠していく、そういう
世界になってしまった。その罪のゆえに神である
方が忠実なしもべの姿となって十字架に向かわれ
ました。私たちがそう仕向けたのです。 

５）忠実なしもべの手本となられた 
　この箇所は、イエスご自身のことを語っていると
言いました。では最後に確認します。私たちはこれ
を聞いてどうするか。イエスのことだから関係な
い、とするのか。いいえ。二千年前、主は人の子
として来られました。最初にも触れたように、私
たちはいま再臨の主を待ち望んでいます。そうする
と、ここは主ご自身のことを語りながら、私たち
のことも両方語っていることにもなります。「あな
たがたも用心しなさい。人の子は、思いがけない
時に来るのです。」 
　今の時代、気候変動による異常気象、地震、疫
病、そして戦争と立て続けに起きていくのを見る
と、世の終わりが近づいているのではないか。人
の子はもうすぐ来るのではないかと思う時があり
ます。しかしそれはいつかはわかりません。主イエ
スが忠実なしもべとしてのお手本を見せてください
ました。どんな時代になろうとも、私たちは忍耐
しつつこの方のあとをたどってまいりたいと願いま
す。 


